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　カワウ対策の第２回検討委員会と現地検討会を開催 ４
　やるぞ内水面事業の内水面漁場管理検討協議会
　・現地調査を実施 ５
第 64回　全国内水面漁業振興大会を開催 ６
第２回全国事務担当者研修会を北海道で開催 10
カワウ被害対策におけるドローン研修会を開催 12
内水面漁業振興議員連盟の現地視察が開催される 14
内水面漁業振興議員連盟総会 14
秋の叙勲・水産功績者表彰・新会長の紹介 16
内水面漁業協同組合の取組に期待 17

我が漁連（新潟県内水面漁連） 18
「わかやま友釣り塾」 20
密漁と密放流 22
内水面漁協（第 41回） 24
愛しきアユ（第 44回） 25
ウナギ生息環境改善支援事業 26
水産多面的機能発揮対策支援事業  27
令和５年度アユ種苗の河川放流実績調査報告 28
日光支所から 29
業務日誌 30
職員のつぶやき 31
新聞記事から 31
編集後記 31

クリアファイル表図案（A4）

パンフレット図案（三つ折り６面）

ポスター図案（B3判）

クリアファイル裏面図案

写真：物部川遡上鮎：高知県内水面漁連、その他写真：仁淀川漁協

全内では、クリアファイル・パンフレット・ポスターの普及
啓発用資料を作っています。
申込は各漁連でのとりまとめをお願いしています。
申込締め切り後に新たに発注する場合には、単価が高額に
なりますので、初回申込でまとめて注文くださるようお願い
します。詳しくはお問い合わせ下さい。

仁淀川　鮎放流体験仁淀川　落ち鮎漁
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湯
川
リ
バ
ー
ク
リ
ー
ン
と
懇
談
会

��

湯
ノ
湖
・
湯
川
の
釣
魚
期
間
が
令
和
５
年

９
月
30
日
で
終
了
し
、「
湯
川
リ
バ
ー
ク
リ
ー

ン
と
懇
談
会
」
を
10
月
１
日
に
行
い
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
活
動
は
、
釣
り
人
か
ら
の
発
案
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
中

止
も
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
13
年

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。湯
川
に
感
謝
し
、
水
辺

環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
釣
り
シ
ー
ズ
ン
の

終
了
に
合
わ
せ
て
川
と
そ
の
周
辺
の
清
掃
を

行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
雨
の
た
め
清
掃
活
動
が
中
止

と
な
り
、
懇
談
会
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。懇
談
会
で
は
、
日
光
支
所
か
ら
釣
魚
者
数

な
ど
の
報
告
を
行
い
、
水
産
技
術
研
究
所
の

研
究
員
か
ら
は
資
源
調
査
の
結
果
や
魚
の
生

態
に
つ
い
て
な
ど
の
研
究
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、今
年
度
の
懇
談
会
は
、日
光
国
立
公

園
管
理
事
務
所
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、
近
年
、

湯
川
で
繁
殖
が
確
認
さ
れ
た
特
定
外
来
生
物

の
オ
オ
カ
ワ
ヂ
シ
ャ
に
つ
い
て
の
現
状
と
課

題
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。担
当
者
か
ら
は
、
次

年
度
以
降
に
、
オ
オ
カ
ワ
ヂ
シ
ャ
の
駆
除
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
、

開
催
時
に
は
、
全
内
は
釣
り
人
に
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活

用
し
て
釣
り
人
へ
の
啓
発
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

日
光
支
所
の
事
業

　

今
年
度
の
釣
魚
者
数
の
合
計
は
震
災
前
を

上
回
り
ま
し
た
が
、
東
京
電
力
福
島
原
子
力

発
電
所
事
故
か
ら
12
年
が
経
過
し
て
な
お
、

湯
ノ
湖
で
の
家
族
連
れ
や
小
学
校
の
釣
り
体

験
が
震
災
前
と
比
較
し
て
回
復
し
て
い
ま
せ

ん
。ま
た
、
放
流
魚
の
購
入
費
用
や
燃
料
費
・

飼
料
費
等
の
コ
ス
ト
増
大
、
熊
に
よ
る
施
設

被
害
、
養
魚
施
設
や
事
務
所
の
老
朽
化
な
ど

の
課
題
も
残
さ
れ
ま
す
。

　

日
光
支
所
で
は
、
釣
り
場
管
理
と
環
境
保

全
の
た
め
、
湯
ノ
湖
で
増
加
す
る
カ
ワ
ウ
の

被
害
対
策
や
、
外
来
植
物
の
コ
カ
ナ
ダ
モ
を

回
収
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。湯
川
で

は
、裸
地
復
元
の
た
め
、湿
原
へ
の
立
ち
入
り

制
限
柵
を
環
境
省
や
水
産
技
術
研
究
所
と
７

年
前
に
設
置
、
そ
の
維
持
管
理
に
協
力
を
し

て
い
ま
す
。立
ち
入
り
制
限
柵
を
設
置
し
て

か
ら
、
裸
地
の
９
割
が
復
元
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
釣
り
人
に
湿
原
へ
の
立

ち
入
り
制
限
に
つ
い
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
い
、

裸
地
復
元
の
た
め
努
め
て
い
き
ま
す
。

日光支所から日光支所から

　

全
内
で
は
、
傘
下
42
都
府
県
内
水
面
漁
連

を
通
じ
て
、
ア
ユ
種
苗
の
放
流
実
績
調
査
を

毎
年
度
に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。５
年

度
は
ア
ユ
を
放
流
し
た
５
３
５
漁
協
の
う

ち
、
４
６
１
漁
協
か
ら
詳
細
な
回
答
が
得
ら

れ
ま
し
た
（
回
答
率
８
６
・
２
％
）。ご
協
力

い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
調
査
結
果
】

●
放
流
量

　

令
和
５
年
度
の
放
流
量
は
６
７
４
・
４
３

ト
ン
で
、
４
年
度
よ
り
２
７
・
２
６
ト
ン
減

少
し
て
い
ま
す
。４
年
度
の
放
流
量
に
つ
い

て
は
、
本
誌
67
号
で
６
９
２
・
３
９
ト
ン
と

お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、
追
加
情
報
が
あ

り
７
０
１
・
６
９
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
１
）。

　

各
種
苗
の
占
め
る
割
合
は
、
過
去
５
年
と

ほ
ぼ
変
わ
り
な
く
、
琵
琶
湖
産
19
％
、
人
工

種
苗
72
％
、
海
産
・
河
川
産
９
％
と
い
う
内

訳
に
な
り
ま
し
た（
図
２
）。

●
種
苗
の
質

　
「
琵
琶
湖
産
」は
、
４
年
度
か
ら
評
価
に
大

き
な
変
化
は
な
く
、「
概
ね
良
好
」と
回
答
し

た
漁
協
が
56
漁
協
（
58
％
）、「
良
く
も
悪
く

も
な
か
っ
た
」は
24
漁
協（
25
％
）が
回
答
し

て
い
ま
す
。「
人
工
種
苗
」
に
つ
い
て
も
、
４

年
度
と
ほ
ぼ
同
様
の
評
価
で
し
た
。

　
「
海
産
・
河
川
産
」
に
つ
い
て
は
、「
概
ね

良
好
」
と
回
答
し
た
漁
協
が
、
４
年
度
の
70

％
よ
り
減
少
し
、
４
年
度
は
「
悪
か
っ
た
も

の
が
多
い
」
と
回
答
し
た
漁
協
は
１
つ
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
５
年
度
は
５
漁
協
が

回
答
し
て
い
ま
す
。

●
種
苗
価
格

　

琵
琶
湖
産
は
、「
高
い
」
と
す
る
評
価
は
、

５
年
度
は
44
漁
協
（
50
％
）
と
４
年
度
の
36

漁
協（
41
％
）よ
り
増
加
し
、
半
数
の
漁
協
が

高
い
と
感
じ
て
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

人
工
種
苗
は
４
年
度
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
海
産
・
河
川
産
で
も「
高
い
」

と
す
る
回
答
が
、
４
年
度
の
14
漁
協（
15
％
）

よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
適
正
と
思
わ
れ
る
」
と
回
答
し
た
漁
協

は
、
各
種
苗
と
も
４
年
度
の
、
琵
琶
湖
産
52

漁
協
（
55
％
）、
人
工
種
苗
２
７
４
漁
協
（
70

％
）、
海
産
・
河
川
産
71
漁
協
（
77
％
）
よ
り

減
少
し
ま
し
た（
表
１
）。

●
魚
病
に
つ
い
て

　

冷
水
病
の
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と

と
、
冷
水
病
以
外
の
発
生
が
極
め
て
少
な
い

傾
向
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
し
た
が
、
５
年

度
は
冷
水
病
の
発
生
事
例
が
61
漁
協
で
、
４

年
度
の
56
漁
協
よ
り
増
え
て
い
ま
す
が
、
３

年
度
の
90
漁
協
の
７
割
弱
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

近
年
は
、
台
風
や
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪

雨
に
よ
る
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
５
年
度
に
お
い
て
は
、
ア
ユ
釣
り
が

解
禁
と
な
る
河
川
の
多
い
６
月
初
旬
に
、
豪

雨
に
よ
る
被
害
が
中
部
地
方
を
中
心
に
発

生
し
た
た
め
、
放
流
後
の
状
況
に
対
す
る
コ

メ
ン
ト
で
は
、「
漁
に
な
ら
な
か
っ
た
」、「
魚

影
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
」、「
濁
り
が
１
ヶ

月
近
く
取
れ
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
西
日
本
の
県
で
は
、
渇
水

や
高
水
温
に
よ
り
、「
育
た
な
い
」、「
酸
欠
と

思
わ
れ
る
へ
い
死
あ
り
」、「
追
い
が
悪
く
、

友
釣
り
で
釣
れ
な
い
」
と
い
っ
た
回
答
も
あ

り
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
　
ア
ユ
種
苗
の
河
川
放
流
実
績
調
査
報
告

図１　アユ種苗の河川放流量の推移（令和元～５年度）

図２　アユ種苗別の内訳の推移（令和元～５年度）

表 1　アユ種苗別の価格に対する評価

湯川での立ち入り制限柵

湯ノ湖でのコカナダモの回収の様子
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